
 

 

 

 

 

 

 

1 年生の漢字ドリルを終える子が続々と出始め、その子たちは最後の「全

漢字プリント」に挑戦することになっています。 

そのプリントに合格した子たちがもらえる賞状がこちらです。 

 

渡し方はいろいろありますが、私は「見よ勇者は帰る」という曲を BGM

として流し、みんなの前で大きな拍手の中で賞状を贈ることが多いです。 

みんなに「おめでとう」と言ってもらいながら賞状を受け取る子どもたち

の表情はいつも笑顔です。 

持って帰ってきた時には、ぜひご家庭でも一声かけていただければと思い

ます。 



尚、全漢字プリントは以下の内容です。 

 

1 年生で習う漢字は 80 字。それを全て文章の中に入れ込んで出題してい

ます。合格するまで、何度でも受けられるテストです。 



テストとは、「学力を測る」ために行うものもありますが、「学力を形成す

る」ために行うものもあります。 

このプリントはまさにそれです。 

繰り返し取り組む中で、自分の間違いやすい漢字や覚えにくい漢字が自然

と習熟されていき、最終的には合格に至ります。 

何度も不合格になり、そしてついに合格に至った子どもたちは、本当に飛

び跳ねながら大喜びしています。 

この「幾度かの失敗を経て至った成功体験」を経験しておくことは、極め

て大切です。 

「苦難を突き抜けて歓喜に至れ」は有名なベートーベンの言葉ですが、成

功や合格の真の喜びを知るためには、やはりつまずく体験や失敗することに

こそ大きな意味があるということです。 

そして、1 年生全漢字プリントに合格した子は、2 年生の全漢字プリント

に進むことにしています。 

こちらのプリントです。 

2 年生で覚える漢字は、1 年生の倍、１６０字です。 



これに進んでいる子たちは、自分で漢字を調べながら、2 年生の漢字に立

ち向かっています。 

キュビナのチェックと合わせ、この漢字の習得状況についても進捗を確認

しながら学年の終わりまでに合格を目指していきます。 

つまずきながらも果敢にチャレンジを続ける子どもたちの姿を、応援して

いきたいと思います。（渡辺道治） 

１学年通信「コスモスハーモニー」読者ページ (google.com) 

https://docs.google.com/forms/d/1DoRWC86GgFFKay0oi7CTk6XcbykJgZ7y9xbvViZBZ-k/viewform?edit_requested=true

